
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

廃止
令和６年度で活用終了、令和７年度に解体着手

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

展覧会等の利用があり、目標を上回った。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

350 180 250

人工

指標

アウトプット
活動指標1

施設の稼働日数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.33 人工

令和7年度予算額 10,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0.33

正規職員業務量 0.33 人工

令和6年度決算額 42,251 千円 うち特定財源 17,823 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 1 人工

令和6年度予算額 68,874 千円 うち特定財源 15,056 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

優れた文化芸術に接する機会を市民へ提供する。施設解体後の土地は、今後のまちづくりのために活用する予定。

他都市の状況

市民参加の実施

令和5年度決算額 61,060 千円 うち特定財源 23,939

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

令和２年４月に四季株式会社から建物の無償譲渡を受け、土地の事業用定期借地権設定契約を竹中工務店と交わした。その
後、普通財産として民間に貸し付け（賃料２５０万円／月＝市が地権者へ支払う借地料同額、整備費として最大３億円の補助
金を交付）、劇場として再オープンさせるため、運営事業者を公募したが、ＣＯＶＩＤ－１９の影響により業者が経営の見通しをた
てられず、応募がなかった。
条件を変更しての再公募を検討したが、ＣＯＶＩＤ－１９の影響や再開発の先行きが不明なことから即時の実施は困難と判断し、
劇場としての本格的な整備は行わず、最低限の施設整備のみで稽古場及び公演場所として活用することとした。令和７年３月
末に計画通り施設活用を終了した。

事業内容
（何を実施し）

本市文化芸術の向上に資する活用を行うため、東１丁目劇場施設（旧北海道四季劇場）を暫定活用したうえで解体する。

事業名 文化芸術施設活用費

評価担当課 所   属 市）文化部　文化振興課 電話番号 011-211-2261

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 38507


